
一
九
九
○
年
五
月
か
ら
一
九
九
一
年
八
月
ま
で
の
一
年
四
カ
月
間
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
形
而
上
医
学
部
門
・
医
史
学
教
室
に
留

学
し
た
。
日
蘭
医
学
交
流
史
の
研
究
を
す
る
と
と
も
に
、
い
く
つ
か
の
国
際
的
な
医
史
学
会
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
研
究
会
に
も
参
加
し
た
。
ま

た
積
極
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
の
医
史
学
関
係
博
物
館
、
公
文
書
館
、
図
書
館
、
歴
史
の
あ
る
大
学
、
大
学
の
医
史
学
研
究
所
、
医
史
跡
を
訪

れ
、
そ
の
数
は
十
四
ヵ
国
、
六
十
都
市
、
一
八
○
施
設
に
及
ん
だ
。
訪
れ
た
国
は
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド

イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
￥
ヘ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
に
の
ぼ
る
。
三
ヵ
月
間
に
こ
れ
だ
け
の
国
を
廻
っ
た
わ
け
で
、
短
い
国
の
滞
在
期
間
は
わ
ず
か
一
日
間
と
い
う
例
も
あ
り
、
必
ず

し
も
精
度
の
高
い
情
報
と
ば
か
り
は
言
い
き
れ
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
史
学
事
情
の
一
端
を
、
こ
こ
に
報
告
し
た
い
。

こ
れ
ら
の
国
の
中
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と
ド
イ
ツ
そ
し
て
こ
れ
を
含
む
ゲ
ル
マ
ン
圏
で
の
滞
在
が
比
較
的
長
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
を
概

観
し
た
後
、
こ
れ
ら
の
国
を
中
心
に
医
史
学
研
究
所
、
医
史
学
博
物
館
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
し
て
最
後
に
日
本
の
医
史
学
界
へ
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
。
〈

の
医
史
学
者
の
コ
メ
ン
ト
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
史
跡
を
訪
れ
る
時
の
実
際
的
な
ァ
・
ブ
ロ
ー
チ
の
方
法
論
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

は
じ
め
に

ョ
－
ロ
ッ
パ
の
医
史
学
の
現
況
に
つ
い
て

石
田
純

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
七
巻
第
四
号

平
成
三
年
十
月
三
十
日
発
行郎
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
主
要
な
国
際
的
医
史
学
会
が
二
つ
存
在
す
る
・
そ
の
一
つ
は
旨
扇
目
昌
○
国
煙
目
の
○
：
ご
き
獄
昏
①
閉
ｍ
８
ｑ
呉
冨
①
ｇ
ｏ
旨
①

（
国
際
医
史
学
会
）
で
、
も
う
一
つ
は
、
両
員
。
も
の
四
口
シ
の
、
。
§
号
ロ
呉
冨
＆
』
邑
閉
の
８
鳥
易
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
史
学
者
連
合
）
で
あ
る
。
後
者

は
、
歴
史
を
持
つ
前
者
の
低
し
ゞ
ヘ
ル
化
、
老
人
サ
ロ
ン
化
に
不
満
を
持
っ
た
若
手
研
究
者
が
造
反
し
、
医
史
学
の
専
門
化
・
高
度
化
を
求
め

て
、
今
年
旗
上
げ
し
た
新
し
い
学
会
で
あ
る
。

国
際
医
史
学
会
に
所
属
す
る
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
会
員
数
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
（
一
九
八
七
年
十
月
一
日
現
在
）
。

ギ
リ
シ
ア
二
八
、
イ
タ
リ
ア
六
六
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
七
、
ス
。
へ
イ
ン
一
二
、
フ
ラ
ン
ス
八
三
、
ス
イ
ス
九
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ニ
、
ド
イ
ツ
（
旧

東
）
三
、
（
旧
酉
三
二
、
オ
ラ
ン
ダ
一
八
、
ゞ
ヘ
ル
ギ
ー
四
二
、
ル
ク
セ
ン
録
フ
ル
グ
○
、
イ
ギ
リ
ス
四
三
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
六
、
デ
ン
マ
ー
ク

一
、
ス
ゥ
ェ
ー
デ
ン
六
、
ノ
ー
ル
ゥ
ェ
ィ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
七
で
あ
る
。
ち
な
象
に
日
本
は
二
で
、
故
本
間
邦
則
氏
と
中
沢
修
氏
で
あ
る
。

会
員
数
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
、
ヘ
ル
ギ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
が
多
い
。
立
派
な
研
究
室
や
博
物
館

の
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
会
員
数
の
少
な
い
の
は
、
意
外
な
気
が
す
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
医
史
学
者
連
合
は
、
ド
イ
ツ
の
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
の
ト
レ
ー
ラ
ー
教
授
ら
、
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
の
若
手
研

（
一
）

究
者
が
結
成
し
た
。
そ
の
た
め
、
会
員
は
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
ゲ
ル
マ
ン
圏
の
人
が
多
く
、
ラ
テ
ン
系
の
ス
。
へ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
極
め

て
少
な
く
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
人
も
少
な
い
。

．
。
（
一
一
）
｝
・

オ
ラ
ン
ダ
に
は
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
医
史
学
研
究
者
が
い
る
。

一
つ
は
ラ
ィ
デ
ン
大
学
系
の
グ
ル
ー
・
フ
で
あ
る
。
ラ
イ
デ
ン
大
学
は
医
学
部
形
而
上
医
学
部
門
（
旨
の
冨
冒
の
ら
８
・
医
学
哲
学
、
医
学
倫
理
、
医
史

オ
ラ
ン
ダ
の
現
況

ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
の
概
観

(120） 592



学
の
三
部
門
で
構
成
）
の
中
に
医
史
学
教
室
が
あ
る
。
主
任
教
授
は
ハ
ル
ム
・
ポ
イ
ヶ
ル
ス
田
自
白
国
の
烏
の
３
）
教
授
で
、
リ
ュ
ー
エ
ソ
ダ
イ
ク

教
授
妥
陛
の
後
継
者
で
あ
る
．
研
究
室
は
、
教
授
、
非
常
勤
誰
帥
（
ケ
ル
ク
ホ
ゞ
ク
壁
ｌ
ラ
ィ
ー
ァ
ン
保
健
所
量
、
秘
書
客
員
教
授
（
一

九
八
九
年
’
九
コ
年
ハ
ロ
ル
ド
ュ
ッ
ク
米
ウ
ィ
添
う
シ
ソ
大
教
授
二
九
九
○
’
九
一
年
筆
者
）
、
研
究
生
（
数
名
ｌ
比
較
的
年
長
者
が
多
し
、
解

九
八
九
年
’
九
○
年
ハ
ロ
ル
ド
コ
ッ
ク
幸

剖
学
博
物
館
学
芸
員
で
構
成
さ
れ
る
。

ポ
イ
ケ
ル
ス
教
授
の
専
門
は
、
ラ
イ
デ
ン
の
医
学
史
と
日
藺
医
学
交
流
史
で
あ
る
。
訪
日
も
す
で
に
数
度
に
及
び
、
焼
酎
と
焼
鳥
を
た
し
な

む
親
日
派
で
あ
る
。
研
究
生
は
学
位
論
文
を
作
製
し
、
そ
の
た
め
に
医
史
学
の
基
礎
的
研
究
が
着
実
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
東
京
学
芸
大
学
出

身
（
大
沢
真
澄
教
授
門
下
）
の
塚
原
東
吾
は
、
研
究
生
と
し
て
、
「
化
学
の
江
戸
時
代
の
日
本
へ
の
受
容
」
に
つ
い
て
の
博
士
揃
文
を
準
術
中
で

あ
る
。
こ
の
研
究
室
か
ら
は
、
着
眼
点
の
良
い
、
ヒ
ネ
リ
を
き
か
せ
た
小
論
文
が
よ
く
で
る
。

関
連
施
設
と
し
て
は
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
解
剖
学
博
物
館
、
￥
フ
ー
ル
ハ
ー
ブ
ェ
博
物
館
、
ラ
ィ
デ
ン
大
学
図
聿
日
館
な
ど
が
あ
る
。
解
剖
学
博
物

館
は
週
日
の
日
中
（
予
約
制
）
開
館
し
、
人
体
解
剖
模
型
、
奇
形
標
本
、
血
管
標
本
、
医
療
器
具
、
肖
像
画
な
ど
を
展
示
す
る
。
ラ
ィ
デ
ン
大
学

医
史
学
研
究
室
は
、
一
時
途
絶
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
そ
の
た
め
古
医
書
は
、
￥
フ
ー
ル
ハ
ー
ブ
ェ
博
物
館
と
ラ
ィ
デ
ン
大
学
中
央
図
書
館
に

分
け
ら
れ
て
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
若
干
不
便
で
あ
る
。
ニ
ハ
一
三
ハ
年
に
、
オ
ラ
ン
ダ
で
初
め
て
医
学
生
に
対
し
ゞ
ヘ
ヅ
ド
サ
ィ
ド
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
た
旧
聖
セ
シ
リ
ア
病
院
の
建
物
に
、
一
九
九
一
年
春
に
フ
ー
ル
ハ
ー
ブ
ェ
博
物
館
が
新
装
オ
ー
。
フ
ン
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
最

大
の
科
学
史
医
学
史
博
物
館
で
、
展
示
品
は
科
学
器
具
、
医
学
器
具
、
顕
微
鏡
、
薬
剤
器
具
、
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
、
肖
像
画
、
博
物
標
本
な

ど
で
あ
る
。
展
示
の
目
玉
は
、
一
八
世
紀
末
に
完
成
し
、
一
九
世
紀
は
じ
め
に
取
り
壊
さ
れ
た
、
ラ
ィ
デ
ン
の
解
剖
講
堂
の
実
物
大
の
再
現
展

示
で
あ
る
。
図
書
室
は
、
豊
富
な
オ
ラ
ン
ダ
の
古
医
聿
冒
を
蔵
す
る
。
ラ
イ
ー
プ
ン
大
学
中
央
図
書
館
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
古
医
書
や
、
シ
ー
ポ
ル

ト
を
含
む
オ
ラ
ン
ダ
医
の
持
帰
っ
た
日
本
の
古
医
書
や
史
料
を
蔵
す
る
。

シ
ー
ポ
ル
ト
関
係
の
史
料
は
、
そ
れ
以
外
に
国
立
民
族
学
博
物
館
、
植
物
標
本
館
、
自
然
史
博
物
館
、
ラ
ィ
デ
ン
大
学
植
物
園
な
ど
に
も
収

蔵
・
展
示
さ
れ
て
い
る
。
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跡
散
歩
」
を
ご
ら
ん

／
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
博
物
館
“
円

歴
史
博
物
館
”
中

海
事
博
物
館
“
図

オ
ラ
ン
ダ
の
医
史
学
の
第
二
の
グ
ル
ー
。
フ
は
、
リ
ー
韻
フ
ル
フ
（
言
・
］
．
ぐ
目
匡
の
冒
侭
）
教
授
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
。
フ
で
あ
る
。
彼
は
リ
ン
デ

フ
ー
ム
教
授
の
弟
子
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
フ
リ
ー
大
学
と
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
大
学
の
両
大
学
の
教
授
を
兼
任
し
て
い
る
。
彼
の
学
位
論
文

は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
ク
ー
ル
シ
ン
ゲ
ル
病
院
の
歴
史
に
つ
い
て
で
あ
る
。
研
究
方
法
は
、
ボ
イ
ケ
ル
ス
教
授
と
対
照
的
で
、
シ
ス
テ
マ
テ
ィ

ッ
ク
で
あ
る
。
彼
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
は
、
無
名
の
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
の
デ
ー
タ
ー
が
つ
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
社
会
的
な
医
史
学
も
得
意
な

分
野
で
あ
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
フ
リ
ー
大
学
で
も
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
大
学
で
も
、
講
座
は
教
授
と
秘
聿
目
、
研
究
生
だ
け
か
ら
な
る
不
完
全
講

座
で
あ
る
。
学
位
は
や
は
り
取
得
可
能
で
あ
る
。

第
三
の
グ
ル
ー
。
フ
は
ナ
ィ
メ
ヘ
ソ
大
学
の
グ
ル
ー
・
フ
で
あ
る
。
ド
・
ム
ー
ラ
ン
前
教
授
の
健
在
な
こ
ろ
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
論
述
が
、
こ

の
研
究
室
よ
り
次
々
と
出
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
一
九
九
○
年
に
引
退
、
現
在
ま
で
後
任
は
選
出
さ
れ
ず
、
助
手
の
フ
ァ
ン
ヘ
テ
レ
ン
（
ぐ
自

國
の
目
①
己
）
が
細
之
と
医
史
学
研
究
を
続
け
て
い
る
。
し
か
し
近
日
中
に
、
某
氏
が
教
授
に
就
任
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
人
の
専
門
は
医
史
学
よ
り
医
学
倫
理
に
近
い
と
い
う
。

オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
関
係
の
博
物
館
は
左
記
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
詳
し
く
は
『
日
本
医
事
新
報
』
に
連
載
中
の
拙
著
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
史

（
一
二
）

跡
散
歩
」
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
。

グ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
大
学
博
物
館
“
医
学
・
科
学
器
具
、
大
学
史
料
、
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
な
ど
。

グ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン

国
立
博
物
館
“
日
藺
交
渉
史
、
中
世
・
前
期
近
代
の
医
療
職
の
風
俗
画
な
ど
。

歴
史
博
物
館
”
中
世
か
前
期
近
代
の
医
療
職
の
風
俗
画
、
薬
局
関
係
史
料
な
ど
。
建
物
が
旧
弧
児
院
。

海
事
博
物
館
“
図
書
室
に
幕
末
維
新
期
に
渡
附
し
た
日
本
人
の
写
真
・
資
料
な
ど
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
日
蘭
交
渉
史
の
展
示
が
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
図
書
館
午
オ
ラ
ン
ダ
き
っ
て
の
古
医
書
を
所
蔵
す
る
。
パ
ス
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も
古
医
書
の
閲
覧
可
能
。
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．
ウ
ト
レ
ヒ
ト

。
字
／
ル
フ
ト

船
と
タ
バ
コ
博
物

大
学
本
館
《
理
事

デ
ン
・
ヘ
ル
ダ
ー

海
軍
博
物
館
叩
下

ラ
イ
デ
ン
（
本
文
記
載
以
外
の
施
設
）

市
立
博
物
館
（
匡
訂
己
邑
）
“
外
科
一

ハ
ー
ル
レ
ム
市
資
料
館
》
フ
ラ
ン
ス
ハ

テ
ー
ラ
ー
博
物
館
《
科
学
器
具
な
ど
。

ハ
ー
ル
レ
ム

フ
ラ
ン
ス
ハ
ル
ス
博
物
館
》
医
学
コ
レ
ギ
ウ
ム
資
料
、
病
院
理
事
（
罰
①
頤
の
貝
）
の
集
団
肖
像
画
を
展
示
、

ヘ
ー
ル
レ
ム
市
資
料
鐺
》
フ
ラ
ン
ス
ハ
ル
ス
博
物
館
の
向
い
。
建
物
が
旧
病
院
。

ウ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
跡
《
近
日
中
に
取
り
壊
さ
れ
る
予
定
。

ウ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
本
館
”
旧
い
大
学
の
雰
囲
気
を
残
す
。
理
事
室
に
教
授
の
肖
像
画
。

大
学
博
物
館
罪
科
学
器
具
、
ド
ン
デ
ル
ス
史
料
、
Ｊ
・
Ｋ
・
フ
ァ
ン
デ
ン
。
フ
ル
ッ
ク
史
料
。

眼
科
史
料
室
”
ド
ン
デ
ル
ス
関
係
史
料
、
土
木
技
師
エ
ッ
セ
ル
に
よ
る
一
八
七
六
年
の
福
井
県
三
国
町
の
ス
ケ
ッ
チ
（
筆
者
発
見
、
指
摘
）
。

画
○

ハ
ー
ク

マ
ウ
リ
ト
ハ
ウ
ス
王
立
美
術
館
叩
チ
ュ
ル
プ
博
士
の
解
剖
学
講
義
（
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
画
）
を
は
じ
め
、
中
世
、
前
期
近
代
の
医
療
職
の
風
俗

．
博
物
館
“
オ
ラ
ン
ダ
商
船
と
長
崎
の
展
示
。

《
理
事
室
に
来
日
し
た
プ
ラ
ッ
ハ
、
エ
ィ
ク
マ

下
関
戦
争
関
係
史
料
。

亜
外
科
医
の
集
会
室
の
再
現
。
タ
ー
ヘ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ァ
の
蘭
訳
者
デ
ィ
ク
テ
ソ
の
資
料
な
ど
。

ソ
教
授
の
肖
像
画
。

建
物
が
旧
養
老
院
。
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メ
ム
リ
ン
ク

ト
ゥ
ル
ネ
イ

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
大
学
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
大
学
、
ル
ー
、
ハ
ン
大
学
に
医
史
学
研
究
室
が
あ
る
。

主
要
博
物
館

イ
ス
ラ
エ
ル
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）
》
豊
富
な
古
典
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
つ
が
、
価
格
が
高
い
。

テ
オ
・
デ
．
、
フ
ァ
ー
（
ツ
ボ
レ
）
》
東
京
の
井
上
書
店
の
価
格
を
参
考
に
し
て
、
こ
こ
二
年
で
値
段
が
三
倍
に
な
っ
た
。

ス
レ
ヒ
テ
》
オ
ラ
ン
ダ
・
北
ベ
ル
ギ
ー
に
二
○
軒
を
数
え
る
新
古
本
・
中
古
本
の
大
型
チ
ェ
ー
ン
店
。
値
段
は
リ
ー
ゾ
ナ
、
フ
ル
で
あ
る
が
、

医
史
学
関
係
の
本
の
種
数
が
最
近
減
っ
て
き
て
、
残
念
で
あ
る
。

フ
ル
ュ
ー
ジ
ュ

ル
ー
》
〈
シ
大
学
医
史
学
博
物
館
“
市
の
観
光
案
内
所
も
把
握
し
て
お
ら
ず
、
訪
問
出
来
な
か
っ
た
。

寺
、
／

ル
ー
ノ
ン

古
書
店
事
情

ボ
イ
マ
ン
ス
美
術
館

医
史
学
博
物
館
”
一
九
九
一
年
に
開
館
。
一
九
世
紀
の
医
療
器
具
な
ど
。

セ
ン
ト
カ
タ
リ

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

．

}

タ
ベ
ル
ギ
ー
の
現
況

／
ト
ヵ
タ
リ
ナ
ガ
ス
ト
〈
ゥ
ス
博
物
館
”
古
い
教
会
病
院
跡
に
あ
る
歴
史
博
物
鮴
。
外
科
ギ
ル
ド
の
集
会
室
と
薬
局
が
再
現
。

ン
ク
博
物
館
（
聖
ヤ
ン
ス
ホ
ス
ピ
タ
ル
）
《
修
道
院
病
院
の
原
形
を
よ
く
残
す
。
（
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
一
九
九
一
年
六
月
二
五
日
号
参
照
）
。

中
世

前
期
近
代
の
医
療
職
の
風
俗
画
。
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ド
イ
ツ
で
は
医
史
学
研
究
は
大
変
盛
ん
で
あ
る
。
医
史
学
は
医
学
部
の
必
修
科
目
で
あ
る
し
、
ま
た
医
学
博
士
号
の
取
得
も
可
能
で
あ
る
。

基
礎
的
な
研
究
も
多
い
し
、
医
史
学
書
も
豊
富
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）

ド
イ
ツ
の
主
要
な
医
史
学
研
究
施
設
、
教
授
名
、
及
び
専
門
分
野
を
記
す
（
旧
西
ド
イ
ツ
地
域
の
み
）
。

ド
イ
ツ
の
主
要
な
医
史
学
研
究
施
設
、

・
ア
ア
ヘ
ン
エ
科
大
学
医
学
部
医
史
学

民
族
博
物
館
《

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

美
術
史
博
物
館

古
典
美
術
館
“

ア
ン
ト
ワ
ー
プ

印
刷
博
物
館
》

少
．
国
．
冨
巨
鼻
ｇ
教
授
《
病
院
史
、
芸
術
と
医
学
、
一
九
世
紀
、
小
児
の
た
め
の
医
学
書
。

”
尋
冒
屋
主
任
教
授
“
豆
。
盲
唱
の
日
（
生
物
学
主
義
）
の
歴
史
、
ナ
チ
ズ
人

⑦
．
屏
匙
胃
教
授
》
古
代
・
中
世
医
学
史
、
ナ
チ
ズ
ム
時
代
の
医
学
。

］
．
里
①
雨
民
教
授
（
女
性
）
“
臨
床
医
学
史
、
臨
床
教
育
史
、
公
衆
衛
生
史
。

の
．
］
量
目
臼
教
授
罪
薬
学
史
。

少
．
国
．
言
目
嚴
ご
教
授
《
病
》

ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
医
史
学

ボ
ク
ム
大
学
医
史
学

ド
イ
ツ
の
現
況

“
ロ
ー
一
ゞ
時
代
の
医
療
器
具
セ
ッ
ト
な
ど
。

中
世
・
前
期
近
代
の
医
療
職
の
風
俗
画
な
ど
。

川
舎
の
博
物
館
の
二
階
の
一
角
に
医
史
学
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。

ワ
ル
メ
イ
ダ
の
解
剖
書
の
扇
絵
（
『
解
体
新
書
』
の
扇
絵
に
使
わ
れ
た
も
の
）
の
銅
版
な
ど

の
歴
史
、
ナ
チ
ズ
ム
時
代
の
医
学
、

曇
へ
ル
リ
ン
医
学
史
、
医
学
倫
理
。
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．
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
医
史
学

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
史
。

己
．
、
国
９
百
教
授
》
医

ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学
医
史
雲

国
．
の
①
巨
日
教
授
》
小

ギ
ー
セ
ン
大
学
医
史
学

］
・
国
⑦
ロ
＆
巨
日
教
授
“

大
学
史
。

の
、
甲
田
の
閂
主
任
教
授
“
古
代
医
学
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
史
、
医
学
倫
理
。

国
．
餌
①
庁
昇
教
授
華
精
神
医
学
史
、
精
神
療
法
史
、
ナ
チ
ズ
ム
時
代
の
医
学
、
医
学
倫
理
。

ｐ
言
甘
匿
９
画
目
教
授
《
外
科
史
、
泌
尿
器
科
史
、
医
学
倫
理
、
ベ
ル
リ
ン
医
学
史
、
一
九
世
紀
、
二
○
世
紀

現
在
空
席
（
前
教
授
国
め
。
冨
号
弓
四
犀
《
海
軍
医
史
）
。

エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
・
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
の
大
学
医
史
学

閃
．
言
葺
①
貝
］
教
授
“
古
代
史
、
ホ
メ
オ
パ
チ
ー
、
精
神
医
学
史
。

国
吻
ｏ
言
雰
教
授
”
精
神
医
学
史
、
精
神
療
法
、
精
神
療
法
、
治
療
の
伝
統
的
考
え
方
、
ゲ
ー
テ
時
代
の
医
学
。

目
．
昌
昌
の
時
教
授
“
中
世
の
医
学
と
植
物
学
、
海
軍
医
学
史
、
一
九
世
紀
植
物
学
史
。

フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
医
史
学

ボ
ン
大
学
医
史
学

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学

旦
日
教
授
や
医
普

ル
グ
大
学
医
史
学

小
児
科
学
史
、

医
学
統
計
史
、

医
学
用
語
、
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
医
学
、
外
科
学
史
、
物
療
、
医
学
と
芸
術
、
神
経
解
剖
学
、
職
業
病
、
ギ
ー
セ

外
科
史
、
動
動
実
験
及
び
そ
の
反
対
運
動
、
医
学
教
育
、
医
学
倫
理
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
史
。

一
八
、
一
九
世
紀
の
医
学
の
社
会
史
、
ナ
チ
ズ
ム
時
代
の
医
学
、
医
学
倫
理
。
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・
リ
ュ
ー
、
、
ヘ
ッ
ク
大
学
医
史
学

己
．
ぐ
○
口
両
侭
①
与
胃
身
教
授
《
文
学
の
中
の
医
学
、
Ｐ
マ
ン
派
医
学
、
医
学
社
会
学
。

雪
．
蜀
．
尻
目
〕
日
里
主
任
教
授
《
健
康
教
育
史
、
ユ
ダ
ヤ
人
医
学
、
医
学
の
中
の
反
ユ
ダ
ヤ
運
動
、
前
期
近
代
の
大
学
卒
内
科
医
の
患
者
、
医

ハ
ノ
ー
バ
ー
大
学
医
史
学

急
．
ロ
．
同
。
冨
鼻
教
授
《
一

ロ
．
急
凰
膀
⑦
Ｈ
教
授
蝿
中
世
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
、
イ
ス
ラ
ム
医
学
。

現
在
空
席

宗
教
伝
道
と
医
学
。

勺
．
口
．
ご
易
。
冒
画
主
任
教
授
“

］
・
言
建
白
四
目
“
教
授
》
西
洋
士

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
エ
科
大
学
医
史
学

巴
色
扁
‐
貝
①
菖
呂
国
の
３
日
教
授
“
古
代
、
中
世
、
前
期
近
代
の
医
学
（
歯
科
学
と
獣
医
学
を
含
む
）
、
医
学
語
義
学
。

⑦
、
冨
目
ロ
教
授
《
近
代
医
学
と
生
物
学
。

学
の
進
歩
の
た
め
の
信
念
の
由
来
。

⑦
、
国
○
匡
主
任
教
授
”

眼
科
史
、
下
顎
手
術
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
医
史
学

〕
ぐ
○
口
両
氏
侭
①
与
画
局
身

マ
イ
ン
ッ
大
学
医
史
学

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学
医
史
学

」
主
任
教
授
“
中
欧
比
較
医
学
史
。

教
授
小
西
洋
古
典
の
中
の
医
学
、
一
九
世
紀
。

ギ
リ
シ
ア
医
学
、
疾
病
史
、
人
間
性
の
学
説
の
研
究
、
医
学
に
お
け
る
偽
科
学
の
存
在
、
麻
酔
学
史
、
婦
人
科
史
、

一
六
世
紀
、
一
七
世
紀
、
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
植
民
地
主
義
時
代
の
医
学
、
医
学
行
動
主
義
（
日
の
（
胃
騨
冒
〕
①
言
ぐ
ぢ
鳥
目
）
、
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筆
者
は
、
こ
の
中
で
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
、
ヴ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ
大
学
、
ゞ
ヘ
ル
リ
ン
自
由
大
学
、
ケ
ル
ン
大
学
に
短
期
間
、
滞
在
研
究
し
、
ま

た
ハ
ノ
ー
バ
ー
大
学
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
を
訪
問
し
た
。
ド
イ
ツ
人
の
日
本
人
好
き
と
い
う
国
民
性
の
た
め
、
ド
イ
ツ
で
は
ふ
つ
う
暖
か
い
も

て
な
し
を
受
け
る
。

。
．
⑦
○
胃
教
授
《
胎
生
学
史
．

・
ヴ
ュ
ル
ッ
ゞ
ブ
ル
グ
大
学
医
史
学

・
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
医
史
学

○
・
国
目
目
①
託
主
任
教
授
恥
医
学
教
育
史
、
医
学
倫
理
、
精
神
医
学
、
精
神
療
法
。

。
．
⑦
昌
冨
教
授
《
胎
生
学
史
・
四
体
液
説
。

主
な
博
物
館
と
し
て
は
、

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ

ド
イ
ツ
薬
博
物
館

ロ
．
帝
茸
閏
教
授
部
病
院
史
。

の
．
風
呂
教
授
Ⅱ
ゲ
ゞ

ケ
ル
ソ
大
学
医
史
学

現
在
空
席
。

”
．
弓
○
豐
昌
①
儲
主
任
教
授
》
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
・
啓
蒙
期
の
医
学
、
医
学
倫
理
。

困
、
良
の
警
内
己
呂
教
授
》
医
学
哲
学
、
医
学
倫
理
。
，

ス
タ
ッ
ト
ガ
ル
ト
大
学
医
史
学

○
．
醇
号
黒
教
授
銀
古
代
、
主

、
、
、
ユ
ン
ス
タ
ー
大
学
医
史
学

ケ
ル
マ
ン
と
北
欧
の
中
世
医
学
史
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
。

修
道
院
病
院
薬
局
の
復
元
。
質
の
高
い
展
示
。
中
規
模
。

中
世
、
一
八
・
一
九
世
紀
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ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
医
史
学
会
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
五
ヵ
国
に
、
二
十

（
五
）

三
支
部
、
五
○
○
○
名
も
の
会
員
を
擁
す
る
。
事
務
局
長
は
、
ス
ゥ
ェ
ー
デ
ン
の
⑦
箕
の
言
侭
の
医
史
学
博
物
館
長
の
冒
鴨
局
言
時
の
５
９
‐

国
四
侭
①
ロ
が
つ
と
め
る
。
彼
女
は
お
し
ゃ
れ
な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
美
人
で
あ
る
。
専
門
は
、
一
般
の
歴
史
学
。
同
博
物
館
は
、
一
般
市
民
に
向
け

か
つ
て
ウ
ィ
ー
ン
陸
軍
軍
医
学
校
が
置
か
れ
た
ヨ
セ
フ
ィ
ー
ヌ
ム
と
い
う
建
物
の
中
に
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
医
史
学
教
室
と
、
医
史
学
博
物
館

が
あ
る
。
国
．
言
静
胃
ご
教
授
と
、
数
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
。
医
史
学
博
物
館
は
、
系
統
的
展
示
で
解
り
易
い
。
豊
富
な
古
医
書
を
蔵
す
る

利
用
し
や
す
い
図
書
室
も
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
大
学
に
も
一
週
間
滞
在
し
た
。

ハ
イ
デ
ル
尋
へ
ル
グ
犬

，
イ
ン
ゴ
ル
ス
タ
ヅ
ド

医
史
学
博
物
館
”
イ

ド
イ
ツ
博
物
館
（

ス
タ
ッ
ト
ガ
ル
ト

ミ
ュ
ン
ヘ
ン

ホ
メ
オ
パ
チ
ー
研
究
所
平
ホ
メ
オ
パ
チ
ー
（
類
似
療
法
）
の
歴
史
、
パ
ラ
ヶ
ル
ス
ス
に
関
す
る
一
次
史
料
の
収
蔵
。

レ
ム
ゴ
博
物
館
“
ケ
ン
・
ヘ
ル
展
示
室
あ
り
。

レ
ム
ゴ北

欧
の
現
況

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
現
況

ル
グ
大
学
図
書
館

（
科
学
博
物
館
）
“
巨
大
な
科
学
技
術
博
物
館
。
光
学
、
眼
科
器
具
の
展
示
あ
り
。

イ
ン
ゴ
ル
ス
タ
ヅ
ド
は
、

古
典
収
蔵
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
発
祥
の
地
。
中
規
模
な
博
物
館
。

（129）601



て
の
啓
蒙
的
展
示
が
多
い
が
、
看
護
史
コ
ー
ナ
ー
は
充
実
し
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
こ
こ
以
外
に
、
ル
ン
ド
と
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
医

学
史
博
物
館
が
あ
る
が
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。
ウ
プ
サ
ラ
に
は
、
シ
ソ
、
ヘ
ル
グ
と
の
関
連
で
見
残
せ
な
い
史
跡
が
多
い
。
そ
れ
は
、
グ
ス
タ

ヴ
ィ
ァ
ヌ
ム
の
中
の
解
剖
講
堂
、
多
く
の
記
念
物
を
有
す
る
大
学
本
館
、
ツ
ン
尋
へ
ル
グ
の
手
稿
を
含
む
古
典
を
蔵
す
る
図
書
館
、
リ
ン
ネ
の
植

（
一
ハ
）

物
園
、
リ
ン
ネ
博
物
館
、
そ
し
て
大
学
史
を
展
示
す
る
ウ
プ
サ
ラ
博
物
館
な
ど
で
あ
る
。
詳
し
く
は
拙
著
別
稿
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
に
医
史
学
研
究
所
が
あ
り
、
医
史
学
博
物
館
が
付
設
さ
れ
て
い
る
。
小
規
模
な
博
物
館
で
あ
る
。
学

芸
員
の
国
切
言
四
目
号
①
侭
は
、
国
際
学
会
で
よ
く
発
表
し
、
気
さ
く
な
人
柄
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
に
は
三
医
大
し
か
な
い
が
、
．
。
ヘ
ソ
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
に
医
史
学
研
究
室
が
お
か
れ
、
医
史
学
博
物
館
を
持
つ
。
主
任
教
授
は
外

科
医
出
身
の
団
閂
．
巨
乱
鼻
侭
で
あ
り
、
第
一
回
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
医
史
学
者
連
合
の
大
会
は
一
九
九
一
年
六
月
に
こ
の
大
学
で
開
か
れ
た
。
博
物

館
は
か
な
り
大
規
模
で
、
か
つ
展
示
の
質
が
良
い
。
主
た
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
シ
儲
冒
吻
大
学
に
も
医
史
学
博
物
館
が
あ
る
。

ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
で
は
、
ゞ
ヘ
ル
ゲ
ン
に
レ
プ
ラ
博
物
館
が
、
オ
ス
ロ
に
く
す
り
博
物
館
が
あ
る
が
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
は
、
閃
①
涛
旨
ぐ
拝
に
医
史
学
博
物
館
が
あ
る
が
、
や
は
り
未
見
で
あ
る
。

薬
史
博
物
館
叩

解
剖
学
博
物
館

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

医
史
学
博
物
館

ノ
ー
ゼ
ル

や
、

ス
イ
ス
に
は
左
記
の
博
物
館
が
あ
る
。

ス
イ
ス
の
現
況

大
学
薬
学
部
に
付
設
す
る
中
規
模
な
博
物
館
。
復
元
薬
局
な
ど
の
質
の
良
い
展
示
が
あ
る
。

“
日
曜
の
午
前
中
の
象
の
開
館
で
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
の
付
属
で
、
最
近
独
立
し
た
建
物
に
移
転
し
た
。
中
規
模
で
は
あ
る
が
、
質
の
良
い
展
示
が
あ
る
。
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ポ
ロ
ニ
ア
大
学
旧
本
部
（
ア
ル
ギ
ジ
ナ
ー
ジ
宮
殿
）
二
○
八
八
年
に
創
設
さ
れ
た
最
古
の
大
学
の
一
つ
で
あ
る
ポ
ロ
’
一
ァ
大
学
は
、
十
六
世
紀

に
こ
の
建
物
に
集
め
ら
れ
た
。
こ
の
中
に
あ
る
一
七
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
解
剖
講
堂
は
、
芸
術
的
で
も
あ
り
、
必
見
の
遺
跡
で
あ
る
。
一
九
四

四
年
に
野
蛮
人
（
・
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
現
の
ま
ま
）
の
空
襲
に
よ
り
大
破
し
た
が
、
戦
後
再
建
さ
れ
た
。

大
学
本
館
“
大
学
本
館
に
は
自
由
に
入
れ
る
。
こ
こ
そ
こ
に
前
期
近
代
の
メ
モ
リ
ア
ル
が
あ
る
。
こ
の
建
物
の
中
に
産
科
学
史
博
物
館
が
あ

り
、
妊
娠
子
宮
の
ワ
ッ
ク
ス
、
粘
土
、
キ
ュ
ン
ト
レ
ー
キ
モ
デ
ル
や
産
科
器
具
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
以
外
に
こ
の
大
学
は
、
各
研

究
室
が
博
物
館
・
展
示
室
を
も
っ
て
お
り
、
予
約
な
し
で
も
週
日
の
午
前
中
な
ら
、
ふ
つ
う
イ
タ
リ
ア
人
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
テ
ィ
で
見
学
さ
せ
て

く
れ
る
。
し
か
し
財
政
的
裏
付
け
が
な
い
た
め
、
一
部
の
博
物
館
は
悲
惨
な
状
態
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
病
理
解
剖
学
博
物
館
・
正
常
解
剖
学
博

物
館
・
獣
医
学
病
理
学
博
物
館
・
比
較
解
剖
学
博
物
館
で
あ
る
。

こ
の
中
で
は
、
比
較
解
剖
学
博
物
館
は
、
博
物
館
と
し
て
の
体
裁
を
と
と
の
え
て
い
る
。
ま
た
正
常
解
剖
学
博
物
館
の
ワ
ッ
ク
ス
モ
デ
ル

は
、
妙
に
な
ま
め
か
し
く
美
し
い
。

‐
ノ
－
１
ノ

大
学
本
館
（
イ
ル
・
ポ
Ⅱ
牡
牛
館
の
意
味
）
”
一
二
世
紀
に
創
設
さ
れ
た
こ
の
大
学
は
、
一
六
世
紀
に
こ
の
建
物
へ
集
め
ら
れ
た
。

（
九
）

由
来
の
解
剖
講
堂
、
植
物
園
、
・
ヘ
ッ
ド
サ
イ
ド
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
が
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
へ
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、

な
ら
な
い
。
一
五
九
四
年
に
作
ら
れ
た
解
剖
講
堂
が
現
存
す
る
。
ガ
リ
レ
オ
の
部
屋
、
大
学
史
資
料
室
も
隣
接
す
る
。

筆
者
の
訪
れ
た
イ
タ
リ
ア
北
部
の
主
要
施
設
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

ボ
ロ
ニ
ア

フ
ロ
ー
レ
ン
ス

、
寺
、
寺
、

イ
タ
リ
ア
の
現
況

こ
の
大
学

忘
れ
て
は

(131）603



●
。
〈
Ⅷ
Ｕ
／

・
ハ
リ
は
ウ
ィ
ー
ソ
、
ロ
ン
ド
ン
と
な
ら
ん
で
不
愉
快
な
町
で
あ
る
。
人
々
は
不
親
切
で
、
博
物
館
は
規
定
通
り
開
か
な
い
。
そ
の
上
、
図
書

館
は
官
僚
的
で
古
文
書
を
見
る
の
が
難
し
い
。
パ
リ
の
主
要
な
医
史
跡
と
し
て
は
、

パ
リ
病
院
博
物
館
“
中
規
模
な
こ
じ
ん
ま
り
し
た
医
史
学
博
物
館
。

パ
ス
ッ
ー
ル
研
究
所
博
物
館
”
小
規
模
な
博
物
館
で
、
パ
ス
ッ
ー
ル
の
遺
品
を
展
示
。

オ
テ
ル
デ
ュ
ー
”
現
在
も
生
き
る
歴
史
あ
る
大
病
院
。
ま
る
で
教
会
の
よ
う
で
あ
る
。

・
く
り
に
つ
い
て
は
、
ザ
イ
ド
ラ
ー
原
著
、
大
塚
恭
男
訳
の
『
医
史
学
の
旅
、
第
一
巻
パ
リ
』
と
い
う
良
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
出
て
い
る
。

大
学
本
館
・
大
学
博
物
館
”
前
期
近
代
の
メ
モ
リ
ア
ル
を
た
く
さ
ん
残
す
大
学
博
物
館
の
中
に
大
学
本
館
が
あ
る
。
医
学
教
授
に
つ
い
て
の

（
七
）

豊
富
な
展
示
が
あ
る
。
ス
カ
ル
・
〈
の
首
が
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
も
有
名
で
あ
る
。

大
学
医
学
部
“
モ
ソ
。
ヘ
リ
エ
大
学
も
中
世
ま
で
さ
か
上
れ
る
古
い
大
学
で
あ
る
。
建
物
が
教
会
と
完
全
に
一
体
化
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。
内
部
に
多
数
の
メ
モ
リ
ア
ル
が
あ
る
。

解
剖
学
博
物
館
《
大
頚

の
収
集
品
を
展
示
す
る
。

ワ
ッ
ク
ス
モ
デ
ル
博
物
館
“
解
剖
ワ
ッ
ク
ス
モ
デ
ル
を
多
数
展
示
す
る
。

科
学
史
博
物
館
《
残
念
な
こ
と
に
、
現
在
財
政
難
の
た
め
、
医
史
学
部
門
は
閉
鎖
中
で
あ
る
。

ロ

ノ、

ビ

ラア
／

モ
ソ
ペ
刊
ソ
エ

フ
ラ
ン
ス
の
現
況

大
規
模
な
医
学
史
博
物
館
で
あ
る
。
整
理
は
悪
い
が
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
量
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
る
。
医
学
の
全
分
野
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大
学
本
部
“
リ
ス
タ
ー
の
遺
品
を
展
示
し
た
部
屋
が
あ
る
。

外
科
史
博
物
館
”
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
サ
ー
ジ
ャ
ン
ゞ
ス
の
付
属
施
設
で
あ
る
。
一
九
八
九
年
開
館
の
新
し
い
博
物
館
で
あ
る
が
、

外
科
医
の
身
分
の
変
遷
に
つ
い
て
上
手
に
説
明
し
て
い
る
。

ロ
イ
ヤ
ル
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
エ
ジ
ン
ゞ
く
う
“
中
に
は
華
麗
な
メ
モ
リ
ア
ル
が
無
数
に
あ
る
。

エ
ジ
ン
、
く
う
・
ロ
イ
ヤ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
“
や
は
り
内
部
に
有
名
科
学
者
の
肖
像
画
、
胸
像
、
レ
リ
ー
フ
な
ど
が
多
数
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
ウ
エ
ル
カ
ム
医
史
学
研
究
所
が
あ
り
、
重
要
な
機
能
を
果
し
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
に
つ
い
て
は
、
酒
井
シ
ヅ

が
一
九
九
○
年
に
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
で
詳
し
く
述
、
へ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。

ロ
ン
ド
ン
の
科
学
博
物
館
４
階
と
５
階
の
全
フ
ロ
ア
ー
が
一
‐
ウ
エ
ル
カ
ム
博
物
館
」
に
な
っ
て
い
る
。
大
規
模
な
質
の
良
い
展
示
が
あ
り
、

（
一
二
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
随
一
の
医
史
学
の
博
物
館
と
言
っ
て
よ
い
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

科
学
史
博
物
館
“
科

オ
ヅ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

オ
テ
ル

ポ
ー
ヌ

オ
テ
ル

Ⅳ
／
ヨ
ン

エ
ジ
ン
バ
ラ

イ
ギ
リ
ス
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
現
況

一
プ
ユ
ー
》

へ
国
①
ロ
ロ
ロ
巴

／

、

デ
ュ
ー
。“

科
学
器
具
、
顕
微
鏡
を
展
示
す
る
中
規
模
な
博
物
館
。

－
ド
博
物
館
》
大
学
史
の
展
示
が
あ
る
。

病
院
博
物
館
。
中
規
模
で
質
の
良
い
病
院
史
の
博
物
館
。

一
四
四
三
年
創
設
の
病
院
を
博
物
館
と
し
て
保
存
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
高
の
病
院
博
物
館
で
あ
る
ｃ

(133）605



ド
イ
ツ
と
オ
ラ
ン
ダ
の
某
教
授
か
ら
、
日
本
医
学
史
学
会
へ
問
合
せ
の
手
紙
を
書
い
た
の
に
、
全
く
返
事
が
な
か
っ
た
と
、
文
句
を
言
わ
れ

た
。
公
的
機
関
へ
の
問
合
せ
に
対
し
、
返
答
が
な
い
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
で
は
非
常
識
な
こ
と
で
あ
る
。

日
本
で
開
か
れ
て
い
る
谷
口
財
団
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
す
で
に
十
五
回
を
数
え
、
相
当
数
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
医
史
学
者
が
参
加
し
て
い

る
。
彼
等
の
感
想
は
、
「
食
事
の
う
ま
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
何
人
も
の
学
者
か
ら
こ
の
意
見
は
聞
い
た
。
そ
の
一
方

で
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
演
集
は
、
配
布
方
法
が
極
め
て
悪
い
よ
う
で
、
全
巻
そ
ろ
っ
て
い
る
図
書
室
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
た
い
が
い

当
人
の
参
加
し
た
会
、
前
後
の
一
～
二
冊
の
象
で
あ
る
。
単
に
お
金
を
使
っ
て
お
い
し
い
食
事
を
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
も
う
少
し
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
研
究
者
に
学
問
上
の
イ
ン
・
〈
ク
ト
を
与
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
目
指
す
必
要
が
あ
ろ
う
し
、
ま
た
講
演
集
の
販
売
方
法
も
改
善
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

な
い
よ
う
で
あ
る
㈲

ロ
ィ
ャ
ル
ヵ
レ
ッ
ジ
オ
ブ
サ
ー
ジ
ャ
ン
ズ
ァ
イ
ル
ラ
ン
ド
“
歴
史
的
に
貴
重
な
図
書
室
が
あ
る
。

王
立
病
院
キ
ル
マ
ィ
ン
ハ
ム
（
固
冒
”
冒
冨
目
）
“
現
在
は
エ
』
ダ
ン
ァ
ー
ト
の
美
術
館
で
あ
る
が
、
一
七
世
紀
の
病
院
の
建
物
が
利
用
さ
れ
て

い
る
。
病
院
、
教
会
、
大
き
な
窓
な
ど
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

ロ
イ
ヤ
ル
カ
レ

い
図
書
室
が
あ
る
。

ヤ
ン
グ
↑

・
ダ
ブ
リ
ン

従
来
、
欧
文
の
日
本
医
学
史
書
の
刊
行
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
医
史
学
者
の
日
本
医
学
史
へ
の
関
心
は
、
余
り
大
き
く

日
本
の
医
史
学
界
へ
の
コ
メ
ン
ト

シ
ン
プ
リ
ン
資
料
室
“
社
会
施
設
の
中
の
一
室
が
、
麻
酔
資
料
室
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

カ
レ
ッ
ジ
オ
ブ
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン
ス
ァ
ィ
ル
ラ
ン
ド
《
中
に
多
数
の
内
科
医
の
メ
モ
リ
ア
ル
が
あ
る
。
古
医
書
を
蔵
す
る
美
し
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今
年
五
月
の
連
休
に
、
あ
る
医
史
学
会
員
を
案
内
役
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
医
史
跡
を
見
学
す
る
と
い
う
ツ
ァ
ー
が
催
さ
れ
た
。
あ
る
意
味
で
は

こ
の
ツ
ア
ー
の
や
り
方
は
、
我
々
日
本
人
が
犯
し
が
ち
な
、
ま
ず
い
や
り
方
に
満
ち
て
い
た
の
で
、
反
面
教
師
と
し
て
、
ど
う
い
う
点
が
ま
ず

い
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う
点
を
、
こ
の
ツ
ァ
ー
を
例
に
し
て
具
体
的
に
述
べ
た
い
。

こ
の
オ
ラ
ン
ダ
の
医
史
跡
め
ぐ
り
は
、
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
旅
行
社
へ
委
託
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
実
際
的
な
。
フ
ラ
ン
の
作
製
の
た
め
に
、

案
内
役
の
医
史
学
会
員
の
知
人
で
、
長
年
オ
ラ
ン
ダ
に
在
住
す
る
日
本
人
に
、
ア
ド
》
〈
イ
ス
が
求
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
人
は
医
史
学
の

専
門
家
で
も
、
歴
史
の
専
門
家
で
も
な
か
っ
た
。
本
人
も
門
外
漢
の
仕
事
を
持
ち
込
ま
れ
て
迷
惑
だ
っ
た
、
と
言
っ
て
い
る
。
後
に
な
っ
て
ポ

イ
ケ
ル
ス
教
授
に
。
フ
ラ
ン
が
示
さ
れ
た
が
、
彼
は
、
「
奇
妙
な
フ
ラ
ン
な
の
で
驚
い
た
」
と
言
う
。
オ
ラ
ン
ダ
の
旅
行
社
自
体
も
良
く
な
か
っ

た
。
月
曜
休
館
が
常
識
の
博
物
館
に
、
月
朧
日
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
り
、
コ
ー
‐
ス
が
順
路
で
な
く
無
駄
が
多
か
っ
た
り
し
た
。

ま
た
半
年
前
の
参
加
者
募
集
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
示
さ
れ
て
い
た
、
あ
る
大
病
院
へ
の
訪
問
許
可
の
仲
介
が
ポ
ィ
ヶ
ル
ス
教
授
に
あ
っ
た

の
は
、
一
行
の
到
着
わ
ず
か
三
週
間
前
で
あ
っ
た
。
ボ
イ
ケ
ル
ス
教
授
は
怒
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
直
前
の
依
頼
は
、
こ
の
国
で
は
断
わ
ら

れ
る
の
が
常
識
で
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
も
日
本
側
企
画
者
サ
イ
ド
に
は
解
っ
て
い
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
医
史
跡
巡
り
を
す
る
時
に
は
、
ぜ
ひ
見
た
い
も
の
に
は
、
三
ヵ
月
位
前
に
は
依
頼
や
問
合
せ
を
し
、
一
ヵ
月
位
前
に
は
返
事
を
も
ら

っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
（
五
月
’
八
月
の
零
ハ
カ
ン
ス
シ
ー
ズ
ン
は
、
係
員
の
霧
ハ
ヵ
ン
ス
の
た
め
閉
館
が
多
い
。
）
現
地
で
情
報
を
得
る
人
も
、
旧
知
の

日
本
人
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
の
道
の
専
門
家
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
ツ
ァ
ー
の
よ
う
に
、
質
の
悪
い
旅
行
社
に

ひ
っ
か
か
っ
て
は
な
ら
な
い
。

国
に
よ
っ
て
も
、
か
な
り
対
応
が
ち
が
う
。
親
切
、
柔
軟
な
対
応
の
国
と
、
官
僚
的
、
不
愉
快
な
国
が
あ
る
。
前
記
の
注
意
は
、
平
均
的
な

オ
ラ
ン
ダ
レ
、
ヘ
ル
の
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
は
対
日
感
情
が
良
い
だ
け
、
も
う
少
し
良
い
。
大
変
良
い
国
は
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ゥ
ェ
ー
デ
ン
、

実
際
の
歩
き
方

（135）607



典
拠
資
料
の
ち
が
い
か
ら
、
地
域
に
よ
っ
て
研
究
施
設
単
位
で
述
べ
た
り
、
博
物
館
単
位
で
述
べ
た
り
、
終
始
一
貫
し
な
い
エ
ッ
セ
イ
に
な

（
八
）

っ
て
し
ま
っ
た
が
御
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。
会
員
の
皆
様
が
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
に
間
合
せ
た
り
、
医
史
跡
紀
行
を
す
る
際
の
、
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
、
こ
れ
ら
の
国
で
は
、
予
約
な
し
で
も
ど
う
に
か
な
る
こ
と
が
多
い
。
逆
に
悪
い
の
は
、
ウ
ィ
ー
ン
、

パ
リ
、
ス
イ
ス
で
、
こ
れ
ら
の
国
（
地
域
）
で
は
開
館
を
確
認
し
て
施
設
を
訪
ね
て
も
、
行
っ
て
フ
ず
。
と
そ
れ
が
、
閉
っ
て
い
る
こ
と
す
ら
あ

る
。
係
員
が
勝
手
に
休
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。

全
）
左
記
記
事
を
抄
訳
の
上
、
追
加
し
た
。

三
）
一
九
九
一
年
七
月
よ
り
筆
者
は
『
日
本
医
事
新
報
』
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
医
史
跡
散
歩
」
を
、
不
定
期
三
○
回
の
予
定
で
連
載
中
で
あ
る
。
ま
た
既
に

左
記
の
記
事
を
発
表
し
た
。
石
田
純
郎
「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
に
今
も
残
る
小
病
院
」
「
質
量
と
も
西
洋
随
一
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
医
学
史
博
物
館
」
「
中

世
に
は
慈
善
施
設
聖
ヤ
ン
ス
ホ
ス
ピ
タ
ル
内
、
メ
ム
リ
ン
ク
博
物
館
」
「
オ
ラ
ン
ダ
最
古
の
大
学
の
二
つ
の
由
緒
あ
る
博
物
館
」
。
い
ず
れ
も
『
日

経
メ
デ
ィ
カ
ル
・
六
月
二
五
日
臨
時
増
刊
号
・
医
と
文
化
』
、
一
九
九
一
（
平
成
三
年
）
。

（
巴
左
記
記
事
を
抄
訳
の
上
、
追
記
し
た
。

月
忌
こ
の
鼎
、
ご
》
⑦
国
号
呉
の
＆
屋
。
畠
○
国
冒
昏
①
匡
降
○
昌
具
目
＆
ざ
旨
①
“
罵
号
昌
一
罵
言
匡
旨
島
⑦
曾
冒
画
畠
．
国
昌
．
田
翼
．
昌
旦
・
露
龍
閉
‐

文
献
及
び
註

（
一
）
石
田
純
郎
「
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
医
史
学
者
連
合
の
誕
生
」
『
医
諏
』
復
刊
六
一
号
、
一
九
九
一
（
平
成
三
年
）
に
掲
載
見
込
。

（
二
）
オ
ラ
ン
ダ
の
医
史
学
会
に
つ
い
て
は
、
下
記
拙
論
文
参
照
。
石
田
純
郎
「
オ
ラ
ン
ダ
の
医
史
学
会
に
つ
い
て
」
『
医
證
』
復
刊
五
九
号
、
三
八
～
三

お
わ
り
に

心
』
四
四
』
や
、
④

九
頁
、
一
九
九
○
（
平
成
二
年
）
。
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終
り
に
、
こ
の
報
告
の
執
筆
に
当
り
、
ラ
イ
デ
ン
の
ど
一
目
】
財
団
か
ら
援
助
を
受
け
た
こ
と
を
付
記
す
る
。
ま
た
資
料
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
国
・
碗
の
巨
穴
閂
の

教
授
、
ロ
国
へ
〉
匡
の
Ｈ
教
授
及
び
胃
．
乏
房
胃
今
日
出
自
蝿
の
邑
氏
に
深
謝
す
る
。

〈
輌
壷
細
賑
鐸
麸
露
垂
錘
鍔
客
員
教
授
）

ヘヘ

ービ プマ

シ…

、
。
Ｌ
〆

〆
／
』

へ

プレ
曹

三
富
屍
降
＆
ョ
‐
出
四
巨
軸
⑦
口
》
目
叩
の
８
口
」
白
画
く
冒
》
員
の
臼
３
－
国
房
庁
○
曼
旨
尻
①
巨
冒
旨
、
８
国
包
旨
画
く
曽
田
昌
一
①
芹
冒
○
【
両
日
○
℃
８
口
シ
鵲
Ｃ
Ｏ
国
毎
○
口
（
）
｛

冨
扁
の
ロ
日
旦
昏
の
函
芦
降
○
昌
旦
目
①
島
。
巴
ｍ
ｓ
①
己
の
①
の
．
ｚ
Ｈ
后
輔
い
ふ
．
届
ｇ
，

石
田
純
郎
「
シ
ソ
↓
ヘ
ル
グ
ウ
プ
サ
ラ
紀
行
」
『
医
謹
』
復
刊
六
○
号
、
四
三
～
四
七
頁
、
一
九
九
一
（
平
成
三
年
）
。

原
田
康
夫
「
イ
タ
リ
ア
・
パ
ビ
ア
大
学
の
解
剖
医
た
ち
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
一
巻
二
号
、
一
五
八
～
ニ
ハ
○
頁
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一

辱
［
巨
叩
の
ｐ
Ｈ
冒
○
岸
垂

石
田
純
郎
「
シ
〉

原
田
康
夫
「
イ
婦

年
）
に
詳
し
い
。

年
）
に
詳
し
い
ｃ

こ
の
分
野
で
は
、
す
で
に
下
記
の
報
告
が
あ

三
○
三
一
号
、
一
三
八
～
一
三
九
頁
、
一
九

を
参
考
に
し
な
か
っ
た
が
、
鹿
子
木
の
報
生
［

石
田
純
郎
「
革
新
の
医
学
教
育
の
流
れ
１
．
、
へ

石
田
純
郎
嘉

頁
、
一
九
九
一

す
で
に
下
記
の
報
告
が
あ
る
。
鹿
子
木
敏
範
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
特
に
ド
イ
ツ
の
医
史
学
教
育
と
研
究
の
現
況
」
『
日
本
医
事
新
報
』

三
一
八
～
一
三
九
頁
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
年
）
。
筆
者
か
こ
の
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
え
て
鹿
子
木
の
報
告

い
っ
た
が
、
鹿
子
木
の
報
告
も
ま
た
有
益
な
情
報
を
含
む
。

師
、
蛋
学
教
育
の
流
れ
１
．
、
ヘ
ッ
ド
サ
イ
ド
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
、
解
剖
講
堂
そ
し
て
植
物
園
ｌ
」
『
医
課
』
復
刊
六
○
号
、
一
九
’
二
六

（
平
成
三
年
）
。

(137609


